催  物  消  防  計  画
１  この計画は、日本ガイシスポーツプラザ消防計画（以下「消防計画」という。）
  第２７条の規定により、当プラザ日本ガイシホール内における、               
                          （以下「催物」という。）開催に際し、防火管理業務に
  ついて必要な事項を定め、消防計画第１条の条文を達成することを目的とする。
２  この計画は、催物の主催者、スタッフ及び出入りするすべての者に適用する。
３  催物の主催責任者は、                とし、予防管理組織及び任務分担は、次
  表のとおりとする。
	    防火管理者
	
	
	避難施設担当  責任者                担当員        名

	
	
	
	

	    主催責任者
	
	   非常口、避難通路の維持管理及び定員管理の適正化の
   任にあたる。
 消火設備担当  責任者                担当員        名
   消防用設備等の点検の任にあたる。
 火気管理担当  責任者                担当員        名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	


                          火気使用器具等の点検及び、喫煙、危険物品の管理等
                          火災予防の任にあたる。
４  主催責任者は、自主点検検査を催物開催前に実施すると共に、スタッフは火災の
  未然防止に努めなければならない。
５  当ホール内に地区隊を編成し、その任務分担を次表のとおり定めると共に、総合
  体育館の自衛消防隊の編成下に属し、協力し合うものとする。
	    防火管理者
	
	
	通報連絡班    責任者                担当員        名

	
	
	
	

	    地区隊長
  （主催責任者）
	
	   消防機関及び指定場所へ通報連絡の任にあたる。
 初期消火班    責任者                担当員        名
   消防用設備等により初期消火の任にあたる。
 避難誘導班    責任者                担当員        名

	
	
	

	
	
	

	
	


                          避難者の避難誘導の任にあたる。
６  催物の主催責任者及びスタッフは、この計画のほか日本ガイシスポーツプラザが定めた消防計画（統括消防計画も含む。）と整合を図るものとする。
７  教育訓練
（１）主催責任者は、催物を実施する前に、スタッフ（アルバイトも含む。）に対し、
    防火教育を実施するものとする。
（２）主催責任者は、催物の来場者が収容されていることを想定した消防訓練を実施
    するものとする。
８  その他
（１）アリーナ部分の催物開催時の状況を記載した避難経路図を作成し、来場者の見
    やすい箇所に掲示し、周知させる。
（２）催物開催前若しくは開催中に、場内放送により禁煙及び非常口の位置を来場者
    に確認させる。
（３）予防管理組織表、自衛消防組織表及び緊急連絡先表を、スタッフルーム等に掲
    示しておく。
（４）この計画は、令和    年    月    日から    月    日までの間、実施する。  
